鎌倉市自治基本条例策定市民会議第１２回運営委員会　会議の概要
	日　　時　　　　　　　平成１８年１０月２６日（木）　午後６時～８時００分

	場　　所　　　　　　　市役所第３分庁舎１階　７０１会議室

	出席者：荒井、大嶋、大窪、笠原、春日、國友、郡司、幸道、小泉、児島、宅見、橋爪、平井、平倉、増田、三嶋、水野、山村、吉田

欠席者：片貝、鈴木、渡邉（久）、渡辺（光子）
議事進行担当：議長（委員長）宅見、議長補佐（副委員長）郡司・大嶋

事務局：征矢、古屋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

	会 議 の 概 要

１　副代表の選任について

・橋爪代表から宅見さんを指名したいとの申し出があった。拍手多数により副代表に宅見さんを推薦することになり、全体会に諮ることになった。

・役の兼任については会則に規定がなく、支障はない。

・会則では副代表は若干名になっているが、当面副会長1名体制で進める。（欠員状態となる。）

２　全体会議長団選出について

・当面議長には橋爪代表、副議長には郡司さん・春日さんで全体会に諮る。

・意見等

発言しなくていい人を副議長にしたい。運営委員長は報告があるので、運営委員長以外の人がいい。

女性を入れていただきたい。

議長・副議長は固定またはその都度選出との双方の意見が出たが、固定するという意見が大勢を占め、この方向で全体会に諮ることになった。
３　「代表に伴う諸問題について」の白紙撤回の確認について
・白紙撤回を確認。ゼロから考える。組織は早く決める。

・代表が広報の編集人を兼ねるべきかについて
広報にはどういう仕事があって、どういう体制でやっていかなければいけないかを考えてから決める。

・ニューズレターについて

人選、体勢等について広報グループと総務グループが合同で核となる部分について検討することとなった。水野さん、春日さんが窓口となり、代表、委員長も出席する。他の誰でも参加できる。
４　各グループからの報告

　○フォーラムの反省

　　フォーラムについて気が付いたこと、意見を山村さんに提出。10月31日まで。

　○1月19日の勉強会について

1月では時間が足りない。生涯学習センターホールはキャンセルし、別の部屋を探す。

　○PI活動

市広報紙臨時特集号（3月）を出す。今後いかにPIを進めていくか、話を詰める。

○班長会

班長、副班長決まった。班長会15名体制となった。世話人は幸道さん、児島さん、増田さん。

先を見たプログラムを策定部会が中心になって作る。

班討議の意見を整理して、次の策定部会のテーマと併せ討議してもらう。

10/31、11/15のテーマ：市民と行政（市長）と議会（議員）の関係、役割、責務

イントロ5分、ミニ学習会30分。残りは討論。ミニ学習会の講師は小泉さん。

５　全体会

（１）副代表の件と（２）全体会の議長団選出の件とをひっくり返す。　

（３）にフォーラムの中間報告を入れる。

　　アンケートの結果を可能な範囲でまとめ、報告する。（吉田さん、大窪さん）

（４）その他

・ミニ学習会は策定作業部会の一部と位置づけ、班別討議の前に行う。

６　その他
・班長会の記録は事務局がとることになった。

	特記事項

・第１２回全体会　平成１８年１０月３１日（火）午後６時３０分から　場所：福祉センター


